
高
崎
市
新
町
公
民
館

万
葉
集
講
座
～
万
葉
の
女
性
歌
人
達
～
第
２
回

令
和
六
年
十
一
月
六
日

新
町
公
民
館

大
伯
皇
女
と

但
馬
皇
女
を

中
心
に

北
川
和
秀

西

暦

年

号

天

皇

先

皇

執

政

事

項

六
六
一

斉
明

七

斉

明

中
大
兄

大
伯
皇
女
誕
生
。
熟
田
津
の
歌
。
斉
明
没

六
六
二

天
智

元

皇
子

草
壁
皇
子
誕
生

六
六
三

二

大
津
皇
子
誕
生
。
白
村
江
の
戦
い

六
六
四

三

六
六
五

四

六
六
六

五

六
六
七

六

こ
れ
以
前
大
田
皇
女
没
、
大
伯
７
歳
、
大
津
５
歳

六
六
八

七

天
智
即
位
。
蒲
生
野
に
遊
猟

天

智

六
六
九

八

藤
原
鎌
足
没

六
七
〇

九

六
七
一

一
〇

天
智
天
皇
没

六
七
二

天
武

元

壬
申
の
乱
。
飛
鳥
浄
御
原
宮
に
遷
都

六
七
三

二

天
武
天
皇
即
位
。
大
伯
皇
女
伊
勢
斎
宮

歳
13

天

武

六
七
四

三

大
伯
皇
女
、
伊
勢
下
向

歳
14

六
七
五

四

六
七
六

五

六
七
七

六

六
七
八

七

六
七
九

八

吉
野
行
幸
、
吉
野
の
盟
約

六
八
〇

九

六
八
一

一
〇

草
壁
皇
子
立
太
子

歳
20

六
八
二

一
一

六
八
三

一
二

大
津
皇
子
朝
政
に
参
画

歳
21

六
八
四

一
三

六
八
五

一
四

六
八
六

朱
鳥

元

天
武
天
皇
没
。
大
津
刑
死

歳
。
大
伯
帰
京

24

六
八
七

持
統

元

六
八
八

二

六
八
九

三

草
壁
皇
子
没

歳
28

六
九
〇

四

高
市
皇
子
太
政
大
臣

持

統

六
九
一

五

高
市

六
九
二

六

皇
子

六
九
三

七

六
九
四

八

藤
原
宮
に
遷
都

六
九
五

九



六
九
六

一
〇

高
市
皇
子
没

六
九
七

文
武

元

多
治
比

２
月
軽
皇
子
立
太
子
。
８
月
文
武
即
位

六
九
八

二

文

武

持

統

島

六
九
九

三

七
〇
〇

四

七
〇
一

大
宝

元

阿
倍

大
宝
令
を
施
行
。
大
伯
内
親
王
没

歳
41

七
〇
二

二

御
主
人

持
統
上
皇
没

七
〇
三

三

七
〇
四

慶
雲

元

石
上

七
〇
五

二

麻
呂

七
〇
六

三

七
〇
七

四

６
月
文
武
天
皇
没
。
７
月
元
明
天
皇
即
位

七
〇
八

和
銅

元

元

明

改
元
。
但
馬
内
親
王
没
。

七
〇
九

二

七
一
〇

三

３
月
平
城
遷
都

大
田
皇
女
（
？
～
六
六
七
以
前
）

天
智
天
皇

鸕
野
皇
女

う

の

舒
明
天
皇

(

持
統)

草
壁
皇
子
（
六
六
二
～
六
八
九
）

大
伯
皇
女
（
六
六
一
～
七
〇
一
）

斉
明
天
皇

大
津
皇
子
（
六
六
三
～
六
八
六
）

天

武

天

皇

高
市
皇
子
（
六
五
四
～
六
九
六
）

尼
子
娘
（
胸
形
君
徳
善
の
娘
）

穂
積
皇
子
（
？
～
七
一
五
）

太

娘
（
蘇
我
赤
兄
の
娘
）

お

ほ

ぬ

但
馬
皇
女
（
？
～
七
〇
八
）

氷
上
娘

ひ

か

み

藤
原
鎌
足

五
百
重
郎
女
（
藤
原
夫
人
）



【
藤
原
夫
人
】

天
皇
、
藤
原
夫
人
に
賜
ふ
御
歌
一
首

ふ
じ
は
ら
の

ぶ

に
ん

①
わ
が
里
に
大
雪
降
れ
り
大
原
の
古
り
に
し
里
に
落
ら
ま
く
は
後
（
二
・
一
〇
三
）

ふ

ふ

の
ち

藤
原
夫
人
、
和
へ
奉
る
歌
一
首

こ
た

ま
つ

②
わ
が
岡
の

靇

に
言
ひ
て
落
ら
し
め
し
雪
の
摧
け
し
其
処
に
散
り
け
む
（
一
〇
四
）

お
か
み

ふ

く
だ

そ

こ

藤
原
夫
人
の
歌
一
首
明
日
香
清
御
原
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
天
皇
の
夫
人
な
り
。
字
を
大
原
大
刀
自
と
い
へ
り
。
即
ち

新
田
部
皇
子
の
母
な
り
。

③
霍
公
鳥
い
た
く
な
鳴
き
そ
汝
が
声
を
五
月
の
玉
に
あ
へ
貫
く
ま
で
に
（
八
・
一
四
六
五
）

ほ

と

と

ぎ

す

な

さ

つ
き

ぬ

【
大
伯
皇
女
】

Ａ
．
天
皇
、
有
司
に

命

せ
て
壇
場
を
設
け
て
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
に
即

帝

位
す
。

正

妃

を
立
て
て

（
天
武
）

つ

か

さ

み
こ
と
お
ほ

た
か
み
く
ら

あ
す
か
の

き
よ
み
は
ら
の

あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
し
ろ
し
め

む
か
ひ
め
（
持
統
）

皇
后
と
す
。
后
、
草
壁
皇
子
尊
を
生
れ
ま
す
。
先
に
皇
后
の

姉
大
田
皇
女
を
納
し
て
妃
と
す
。
大
来
皇
女

き

さ

き

き
さ
き

く
さ
か
べ
の
み
こ
の
み
こ
と

あ

い
ろ
ね
お
ほ
た
の
ひ
め
み
こ

め

み
め

お
ほ
く
の
ひ
め
み
こ

と
大
津
皇
子
と
を
生
れ
ま
せ
り
。
（
天
武
二
・
二
・
二
七
）673

お

ほ

つ

の

み

こ

あ

Ｂ
．
御
船
西
に
征
き
て
、
始
め
て
海
路
に
就
く
。
（
斉
明
七
・
一
・
六
）661

み

ふ

ね

ゆ

う
み
つ
み
ち

Ｃ
．
御
船
、
大
伯
海
に
到
る
。
時
に
、
大
田
姫
皇
女
、
女
を
産
む
。
仍
り
て
是
の

女
を
名
け
て
、
大
伯
皇

お
ほ
く
の
う
み

お
ほ
た
の

ひ

め

み

こ

ひ
め
み
こ

よ

ひ
め
み
こ

な
づ

女
と
曰
ふ
。
（
同
八
日
）

Ｄ
．
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
と
間
人
皇
女
と
を
小
市
岡
上
陵
に
合
せ
葬
せ
り
。
是
の
日
に
、
皇
孫
大
田

あ
め
と
よ
た
か
ら
い
か
し
ひ
た
ら
し
ひ
め

（
斉
明
）

は
し
ひ
と
の
ひ
め
み
こ

を
ち
の
を
か
の
う
へ
の
み
さ
ざ
き

あ
は

か
く

み

ま

ご

皇
女
を
、
陵
の
前
の
墓
に
葬
す
。
（
天
智
六
・
二
・
二
七
日
）667

Ｅ
．
大
来
皇
女
を
天
照
太
神
宮
に
遣
侍
さ
む
と
し
て
、
泊
瀬
斎
宮
に
居
ら
し
む
。
是
は
先
づ
身
を
潔
め

あ
ま
て
ら
す
お
ほ
み
か
み
の
み
や

た
て
ま
だ

は
つ
せ
の

い

つ

き

の

み

や

は
べ

こ
こ

ま

て
、
稍
に
神
に
近
づ
く
所
な
り
。
（
天
武
二
・
四
・
一
四
）673

や
や

Ｆ
．
大
来
皇
女
、
泊
瀬
斎
宮
よ
り
、
伊
勢
神
宮
に
向
で
た
ま
ふ
。
（
同
三
・
一
〇
・
九
）674

い

せ

の

か
み
の
み
や

ま
う

Ｇ
．
天
渟
中
原
瀛
真
人
天
皇
崩
り
ま
し
ぬ
。
皇
后
、
臨

朝

称

制
す
。
（
朱
鳥
元
・
九
・
九
）686

あ
ま
の
ぬ
な
は
ら
お
き
の
ま
ひ
と

（
天
武
）
か
む
あ
が

き
さ
き
（
持
統
）

み
か
ど
ま
つ
り
ご
と
き
こ
し
め

大
津
皇
子
、
竊
か
に
伊
勢
の
神
宮
に
下
り
て
上
り
来
ま
し
し
時
の
大
伯
皇
女
の
御
作
歌
二
首

ひ
そ

み

う

た

①
わ
が
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
深
け
て

暁
露
に
わ
が
立
ち
濡
れ
し
（
二
・
一
〇
五
）

や

ふ

あ
か
と
き
つ
ゆ

ぬ

②
二
人
行
け
ど
行
き
過
ぎ
難
き
秋
山
を
い
か
に
か
君
が
独
り
越
ゆ
ら
む
（
二
・
一
〇
六
）



Ｈ
．
皇
子
大
津
、
謀
反
け
む
と
し
て
発
覚
れ
ぬ
。
（
同
年
・
一
〇
・
二
）

み

こ

お

ほ

つ

み

か

ど

か

た

ぶ

あ

ら

は

Ｉ
．
皇
子
大
津
を
訳
語
田
の
舎
に
賜
死
む
。
時
に
年
二
十
四
な
り
。
（
同
三
日
）

を

さ

だ

い
へ

み
ま
か
ら
し

は
た
ち
あ
ま
り
よ
つ

Ｊ
．
伊
勢
神
祠
に

奉

れ
る
皇
女
大
来
、
還
り
て
京
師
に
至
る
。
（
同
年
・
一
一
・
一
六
）

い

せ

の

か
み
の
ま
つ
り

つ
か
へ
ま
つ

ひ
め
み
こ

お
ほ

く

か
へ

み

や

こ

大
津
皇
子
薨
り
ま
し
し
後
、
大
来
皇
女
伊
勢
の

斎
宮
よ
り
京
に
上
る
時
の
御
作
歌
二
首

か
む
あ
が

い
つ
き
の
み
や

③
神
風
の
伊
勢
の
国
に
も
あ
ら
ま
し
を
な
に
し
か
来
け
む
君
も
あ
ら
な
く
に
（
二
・
一
六
三
）

か
む
か
ぜ

④
見
ま
く
欲
り
わ
が
す
る
君
も
あ
ら
な
く
に
な
に
し
か
来
け
む
馬
疲
る
る
に
（
二
・
一
六
四
）

ほ

大
津
皇
子
の

屍
を
葛
城
の
二
上
山
に
移
し
葬
る
時
、
大
来
皇
女
の
哀
し
び
傷
む
御
作
歌
二
首

か
ば
ね

か
づ
ら
き

ふ
た
か
み
や
ま

は
ぶ

⑤
う
つ
そ
み
の
人
に
あ
る
わ
れ
や
明
日
よ
り
は
二
上
山
を
弟
世
と
わ
が
見
む
（
二
・
一
六
五
）

い
ろ

せ

⑥
磯
の
う
へ
に
生
ふ
る
馬
酔
木
を
手
折
ら
め
ど
見
す
べ
き
君
が
あ
り
と
言
は
な
く
に
（
二
・
一
六
六
）

お

あ

し

び

た

を

右
一
首
、
今
案
ふ
る
に
、
移
し
葬
る
歌
に
似
ず
。
け
だ
し
疑
は
く
は
、
伊
勢
の
神
宮
よ
り
京
に
還
る
時
、
路
の
へ
に
花

か
む
が

か
む
み
や

を
見
て
感
傷
哀
咽
し
て
こ
の
歌
を
作
る
か
。

Ｋ
．
大
伯
内
親
王
薨
し
ぬ
。
天
武
天
皇
の
皇
女
な
り
。
（
大
宝
元
・
一
二
・
二
七
）701

お
ほ
く
の

ひ

め

み

こ

こ
う

ひ
め
み
こ

【
石
川
郎
女
】

大
津
皇
子
、
石
川
郎
女
に
贈
る
御
歌
一
首

①
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
妹
待
つ
と
わ
れ
立
ち
濡
れ
ぬ
山
の
し
づ
く
に
（
二
・
一
〇
七
）

い
も

石
川
郎
女
、
和
へ
奉
る
歌
一
首

こ
た

ま
つ

②
吾
を
待
つ
と
君
が
濡
れ
け
む
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
成
ら
ま
し
も
の
を
（
二
・
一
〇
八
）

あ

【
但
馬
皇
女
】

但
馬
皇
女
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
す
時
に
、
穂
積
皇
子
を
思
ふ
御
作
歌
一
首

た
ぢ
ま
の

ひ
め
み
こ

た
け
ち
の

み

こ

い
ま

ほ
づ
み
の

み

こ

し
の

み

う

た

①
秋
の
田
の
穂
向
の
寄
れ
る
こ
と
寄
り
に
君
に
寄
り
な
な
事
痛
か
り
と
も
（
二
・
一
一
四
）

ほ

む

き

こ

ち

た

穂
積
皇
子
に

勅

し
て
近
江
の
志
賀
の
山
寺
に
遣
は
す
時
、
但
馬
皇
女
の
作
り
ま
し
し
御
歌
一
首

み
こ
と
の
り

②
後
れ
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
追
ひ
及
か
む
道
の
阿
廻
に
標
結
へ
わ
が
背
（
一
一
五
）

お
く

し

く

ま

み

し
め

ゆ

但
馬
皇
女
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
す
時
、
窃
か
に
穂
積
皇
子
に
接
ひ
て
、
事
す
で
に
形
は
れ
て
作
り
ま

い
ま

ひ
そ

あ

あ
ら

し
し
御
歌
一
首

③
人
言
を
繁
み
言
痛
み
己
が
世
に
未
だ
渡
ら
ぬ
朝
川
渡
る
（
一
一
六
）

ひ
と
ご
と

こ

ち

た

お
の



【
持
統
天
皇
】

天
皇
の
御
製
歌

お
ほ

み

う
た

①
春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
白
栲
の

衣
乾
し
た
り
天
の
香
具
山
（
一
・
二
八
）

き
た

し
ろ
た
へ

こ
ろ
も

ほ

あ
ま

《
参
考
》

・

勅

を

奉

り
て
始
め
て
元
嘉
暦
と
儀
鳳
暦
と
を

行
ふ
。
（
持
統
四
・
一
一
・
一
一
）

み
こ
と
の
り

う
け
た
ま
は

は
じ

げ
ん
か
の
こ
よ
み

ぎ

ほ
う
の
こ
よ
み

お
こ
な

【
元
明
天
皇
】

Ａ
．
天
皇
大
極
殿
に

即
位
き
た
ま
ふ
。
（
慶
雲
四
・
七
・
一
七
）

く
ら
ゐ
に
つ

天
武
天
皇

越
智
娘

草
壁
皇
子

持
統
天
皇

元
正
天
皇

天
智
天
皇

御
名
部
皇
女

文
武
天
皇

聖
武
天
皇

姪
娘

元
明
天
皇

Ｂ
．
慶
雲
五
年
を
改
め
て
和
銅
元
年
と
し
て
御
世
の
年
号
と
定
め
賜
ふ
。
（
和
銅
元
・
一
・
一
一
）

な

和
銅
元
年
戊
申
天
皇
の

御
製

お
ほ
み
う
た

①
ま
す
ら
を
の
鞆
の
音
す
な
り
も
の
の
ふ
の

大

臣
楯
立
つ
ら
し
も
（
一
・
七
六
）

と
も

お
ほ
ま
へ
つ
き
み
た
て

御
名
部
皇
女
の
和
へ
奉
る
御
歌

み

な

べ
の
ひ
め
み
こ

こ
た

ま
つ

②
わ
ご
大
君
物
な
思
ほ
し
皇
神
の
つ
ぎ
て
賜
へ
る
わ
れ
無
け
な
く
に
（
七
七
）

お
も

す
め

か
み

な

和
銅
三
年
庚
戌
の
春
二
月
、
藤
原
宮
よ
り
寧
楽
宮
に
遷
り
ま
し
し
時
に
、
御
輿
を
長
屋
の
原
に
停
め

か
の
え
い
ぬ

な

ら
の

み
や

う
つ

み

こ
し

と
ど

て
迥
か
に
古
郷
を
望
み
て
作
る
歌

一
書
に
云
は
く
、
太
上
天
皇
の
御
製
と
い
へ
り

は
る

ふ
る
さ
と

③
飛
鳥
の
明
日
香
の
里
を
置
き
て
去
な
ば
君
が
あ
た
り
は
見
え
ず
か
も
あ
ら
む

一
に
云
ふ
、
君
が
あ
た
り
を
見
ず
て
か

と
ぶ

と
り

あ

す

か

い

も
あ
ら
む
（
一
・
七
八
）


